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１．事業者提案の概要 

＊地下水、基礎構造物に係わる部分の事業者提案を抜粋して資料を作成した。 

＊事業者提案内容は、現時点のものであり、今後変更となる可能性がある。 
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１．事業者提案の概要 

■地下水に配慮し、地盤に適した直接基礎、通水口の設置 

• 強固な溶岩地盤を活かし、地下水への影響に配慮した直接基礎が選定されている。 

• 万が一の地下水位上昇にも配慮して、通水口が設置される。 

＊提案時のプラン 
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１．事業者提案の概要 

■三島市の財産である湧水を未来へとつなぐ地下水対策 

• 地下水に影響を与えない、阻害しない配置・断面計画が予定されている。 

観測孔のイメージ 

楽寿園のホームページ発表の小浜池の水位 

＊提案時のプラン 
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２．事業者提案に関する 

             地下水対策の確認 
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２．事業者提案に関する地下水対策の確認 

■地下水への影響について 

• 三島市の宝である湧水への影響、構造物の基礎の妥当性を判断する上では、
環境影響評価（環境アセス）を考え方を取り入れる方法がある。 

• 事業者の提案を、環境影響評価の考えから整理し、確認を行ったところ、環境ア
セスの考え方を踏まえた計画となっていることが確認された。 

環境要素 工事中 存在・供用後 

水環境 水
質 
 

① 工事中の濁水により、地下
水質を悪化させ、湧水水質
が悪化する。 

⇒影響の小さい工法の採用 

- 

地
下
水 
 

② 仮設工事で地下水位を低
下させ、湧水量が減少する。 

⇒影響の小さい工法の採用 
 

③ 地下水の存在・供用により、地下
水流動阻害が発生し、地下水の
流れの上流側で地下水位の上昇、
下流側で地下水位の低下が発生
し、下流側では湧水量が減少す
る。 

⇒影響に配慮した対策等の実施 
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３．提案時の確認事項に対する 

             その後の検討状況 
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３．提案時の確認事項に対するその後の検討状況① 

• 工事前の地下水の状況確認、工事中のモニタリングが予定されている。 
• 地下水位は、掘削底面の10m程度下にあり、通水口を設置することで、地下水への影響はほ

とんどないと評価した。 
⇒ 供用後のモニタリングを検討する必要がある。 

（１）供用後のモニタリングについて 

〈その後の検討結果〉 

• モニタリング井戸の位置は、最も影響が出やすいと見込まれる構造物の中心付近を想定する。 
• 工事前から工事中に実施するモニタリングにより、万が一水位変動等が確認され、施工による

影響が明らかになった場合は、供用後も継続してモニタリングを実施する。 
• 市は、周辺のモニタリング井戸を用いて、継続的に地下水モニタリングを行う。 

＊提案時のプランに追記 

地下水観測井戸 
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３．提案時の確認事項に対するその後の検討状況② 

• 工事中にモニタリングが実施される。 

⇒ 工事前の調査等を踏まえて、詳細なモニタリング計画を検討する必要がある。 

（２）モニタリング計画案について 

〈その後の検討結果〉 

• モニタリングは、工事前からスタートする予定である。 
• 調査項目としては、水位、pH、電気伝導率、水温を予定している。自動計測について検討中。 
• 市は、周辺の地下水観測孔に対して、工事前の地下水質の状況把握として、ｐH、濁度、大腸

菌を測定予定であり、事業者も同様の調査を予定する。 

モニタリング時期 工事前 工事中 工事後 

事業者 

三島市 

地下水位は、平成28年12月より継続 

採水し、pH、濁度、大腸菌を工事前から工事後まで実施 

地下水位は、工事着手前から工事中まで実施 

pH、濁度、大腸菌を工事前～工事後まで実施 

工事後は 

調査結果を踏まえて検討 
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３．提案時の確認事項に対するその後の検討状況③ 

• 地下の掘削に際し、親杭横矢板壁の採用が予定されている。 

⇒工事中の影響の程度は、地下水位・掘削深さ・親杭横矢板壁深さに関係することになるた
め、工事前の調査等を踏まえて、詳細な深さを検討する必要がある。 

（３）親杭横矢板壁の深さについて 

〈その後の検討結果〉 

• 掘削深さが3.5m程度であるため、
一般的に親杭は10～12m程度にな
る。 

• 親杭の深度は、地下水位より浅い
深度となること、完全に地下水を遮
断する工法ではないことから、地下
水への影響はないと考えられる。 

• 支持層が強固な三島溶岩層である
ため、山留工事を不要とすることも
想定される。 

• 詳細な施工計画を作成した段階で
本委員会に報告予定。 地下水に影響の少ない親杭横矢板壁 

＊提案時のプラン 
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３．提案時の確認事項に対するその後の検討状況④ 

（４）通水口の間隔について 

〈その後の検討結果〉 

• 通水口を設置することで、地下水の流れを分断しない計画となっている。 
⇒工事前の調査等を踏まえて、通水口の設置間隔を検討する必要がある。 

• 建物を南北方向に連なる通水口を、3か所程度想定する  
（下図参照）。 

• 施工後に水を流入させ通水口の前後に設けた観測孔より
通水していることを確認することで、通水機能の有効性を確
認する。 

〈正面図〉 

〈側面図〉 

拡大 

▽GL(TP+39.8m) 

1200 
1200 

1150 

1200 
1200 

1150 
▽GL(TP+39.8m) 

14400 14400 14400 

＊提案時の図面 

＊現計画図面 
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３．提案時の確認事項に対するその後の検討状況⑤ 

• 地下水へ配慮し、直接基礎を適用する計画となっている。 

⇒工事前の調査等を踏まえて、再度直接基礎により建物の重量を支えることが可能であるか、検
証する必要がある。（※次ページに「直接基礎の妥当性検討フロー」を示す。） 

（５）直接基礎の妥当性について 

〈その後の検討結果〉 

地盤の許容耐力は、国土交通省告示より算出 

• 基礎サイズは、大きい基礎の方が、許容耐力が大きく算出されるため、安全側に考え１ス
パン程度のサイズを見込みB×L=6.8m×7.8mにて計算。 

• 内部摩擦角は安全側にN値=30と設定して大崎式にて算出し√(20×30）+15=39.5度 

• 根入れ効果Df、粘着力Cは安全側に考慮し本検討では見込まない。 

• 形状係数等は告示に従い算出。 

• 算出した地盤の長期許容耐力qaLは、1,162kN/m2となる。 

• 建物の耐震性を確保し、地盤についても地震時の安全性を確認。 

 

 建物重量による接地圧は、q=250kN/m2~350kN/m2程度と想定できるため、qal > q となり接地
圧が地盤の長期許容耐力を下回ることが確認できる。 

 実施設計時には、Dfの設定等を決めることで地盤の許容耐力の算定値は上がると予想できる
ため、安全側になり構造安全上問題ないと考えられる。 

 

⇒各パラメータについては、工事前に最終確認を行い本委員会に報告予定。 
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３．提案時の確認事項に対するその後の検討状況⑥ 

(６)直接基礎、構造物の検討の流れ 

START 

①地盤調査報告書確認 
三島駅南口西街区地質調査業務委託報告書の内容を 

確認把握 

②許容耐力算定 
①の内容に基づき、国土交通省告示1113号を用いて 

地盤の許容耐力を算定 

③構造計算実施設計 
建物全体の構造計算を実施し建物の地盤接地圧を算定 

④確認申請、適合性判定
提出時 

②許容耐力算定と③建物の構造計算結果や地盤接地圧
算定結果等の妥当性確認を受ける。 

⑤現場着工時 
掘削完了後、床付け面にて平板載荷試験を実施し地盤
の許容支持力を確認 

完了 

現在検討中。地盤接地圧はq=250kN/m2～350kN/m2と想定 

11月～12月を想定 

2018年2月～3月を想定 

建物の耐震性を確保し、地盤についても地震時の安全性を確認 


